
【研究内容１】 
子どもが、創造的な発想・構想をもつため
に 

（A）創造的な発想・構想が生まれ 

る授業づくり 

【研究内容２】 
子どもが、思いを可能にするための技術を
身に付けるために 

（B）工夫が繰り広げられる表現

活動 

【研究内容３】 
子どもが、全課程を通して、よさや美しさを感じ
とれるために 

（Ⅽ）満足感や達成感がもてる表
現活動 

（Ⅾ）思いを読み取り、伝える鑑
賞活動 

 

 

図工・美術部会 研究のまとめ 
Ⅰ．研究の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
４．研究内容 

                  

      

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．研究主題  子どもが自分の「よさ」や「できる」に出会う授業づくり 

～「考え」「つくる」を行き来し、子どもたちの個性と向き合う～ 

２．研究主題設定の理由 

 過去３年間の研究では、学習のねらいを明確にすることで、目的意識を持って授業に参加する心情を育

む研究内容となった。子どもが主体的に授業や教材と向き合い、豊かな発想・構想を引き出すための「技

能」を獲得することで、それらを実現するための研究内容とした。身に付けた技能を活かして、自分らしい

表現にまで深めることができた子どもが多数いたことは、大きな成果であった。また、新学習指導要領の実

施に向けて、教科としての特性を踏まえ、改訂部分を意識した教材や授業展開などが積極的に実践された

ことは大きな成果と言える。 

今年度は新学習指導要領に沿って、研究主題や内容を立ち上げた。改訂の要点として「育成すべき資質で

ある３つの柱～『知識及び技能』『思考力、判断力、表現力等』『学びに向かう力、人間性』」そして「生活

や社会の中の形や色などと豊かに関わることや、物事を捉える視点や考え方を働かせること」が示されて

いる。全課程を通して、つくり・つくりかえ・つくる活動を保障することから、自分だけのよさや個性にあ

ふれる作品を生み出すことができる授業づくりの研究を行う。また、「もっと、こうしよう」という向上的

で創造的な意志や意欲が学びにつながり、自らの生活を楽しく豊かにしようとする人間性へとつながって

くる、学びの「出口」を明確にした授業づくりの研究を進めていく。 

 
【育みたい力】題材のねらいと関連させ、育みたい力をおさえた上で授業づくりを進める 

評価の観点 具体的な児童生徒の動き 

知識及び理解 ・えらぶ ・決める ・バランスをとる ・ためす ・創造する 

思考力、判断力、表現力等 ・広げる ・深める ・見通す ・比べる ・感じ取る ・受け入れる ・練る 

学びに向かう力、人間性等 ・楽しむ ・進んで活動する ・味わう ・満足する 

 

令和３年度の重点 

３．研究仮説 可能性を模索する図工・美術の授業に向かうことで 
               子どもたちは、思いの実現に近づくことができるだろう。 

５．研究方法 
（１）市町村部会員相互の協力・共同による研究実践となるよう推進するとともに、事務局は各市町村部会の主体

性を尊重しつつ連携を深める。 
（２）専門部会第二研究協議会での全体会・分科会のもち方は、部会員への意識・意欲の向上が図られるよう工夫する。 
（３）研究主題に迫るための理論研修会を開催する。研究主題への一方的な迫り方ではなく、幅広い見方や考え方

ができるよう内容を検討し企画する。 
（４）材料・用具・技法・指導法に対する見識を深め、指導力量の向上を図るとともに、題材について子どもの視

点から考えることのできる場として、実技研修を開催する。 



Ⅱ．実践研究の経過と成果 

１．実践研究の経過 

（１）中心グループ（江別市）による研究経過 

 ４月１６日(金) 江教研第一次研究協議会 今年度の研究内容、活動について体制確立・計画 

                      (授業者の決定) 

 ８月３０日(月) 江教研第二次研究協議会 ・研究授業指導案検討 

                     ・実技研修会（万華鏡づくり） 

１０月      石教研図工・美術部会にて指導案検討・授業についての協議 

１０月１５日(金) 石教研専門部会第二次研究協議会 授業交流（動画による）・作品レポート交流 

１１月１５日(月) 「石狩の作品集」データ集約 ・編集委員会 

 ２月      江教研第三次研究協議会（反省） 

 

（２）中心グループでの研究成果 

  ○指導案検討会 …児童生徒の実態にあった題材や授業展開について話し合った。 

  ○実技研修会  …「万華鏡づくり」を行った。１００円ショップの物などを材料とし、工夫を凝らして

取り組んだ。ビー玉を使った万華鏡がきれいに仕上がった。 

  ○作品交流   …児童生徒作品を交流し、日常実践や授業展開について話し合った。 

 

２．専門部会第二次研究協議会での交流 

（１）専門部会第二次研究協議会での交流内容 

 

【小学校の授業実践と成果】 

① 授業公開の様子 

２年生 題材「はさみのあーと」 

授 業 者：鈴木 愛 教諭（江別市立対雁小学校） 

本時の目標：◎はさみで紙を切りながら生まれた形を基に、表したいことを見つけたり、友達の作品から自分

の見方や感じ方を広げたりしている。 

本時の様子 

学習活動 教師の働きかけ 育みたい力 

＜導入＞ 

○前時を振り返る。 

 

○本時の課題を知る。 

 

 

 

 

 

 

 

選ぶ 

見通す 

 

＜展開＞ 

○切った形から自分が面白いと思う形を見つ

ける。 

〇「さくひんシート」にはさみ、何かに見立て

 

○見通しが持てない児童がいる場合は、児

童の形を紹介しながら何に見えるかみ

んなで見立てる場面も作る。 

ためす 

楽しむ 

創造する 

進んで活動

課題 たくさんの「〇〇みたい」をみつけよう 



ていく。 

 

〇見立てた物（魚・かいじゅうなど）の名前を

裏面に書きこむ。 

 

〇ペアで交流 

「これは何みたいな形でしょう？」 

    「魚かな」「なるほど、魚にも見える

ね。ぼくは、木に見えたよ。」 

 

○全体交流（数名） 

 ・自分の形が何に見えたか発表する。 

 ・友達の発表から、自分にも似ている形はな

いか探して、イメージをふくらませる。 

「海の世界」「森の世界」「おばけの世界」… 

 

 

○自分たちで進めることが難しいペアの

補助。 

○問題がつくれない児童には、ペアで協力

して見つけあうよう声をかける。 

○発表からさらに一人一人のイメージが

広がっていくように声をかけていく。 

○並べ方の工夫 

 たて、よこ、ななめ、うらがえし 

 たくさん～少し 大きい～小さい 

○向きや並べ方によって、違う見方もでき

ることも伝える。 

する 

広げる 

深める 

 

比べる 

 

広げる 

＜まとめ＞ 

○次時の活動を知る。 

 

○次時は、この「さくひんシート」の形を

もとに「はさみのあーと」を完成させる

ことを伝える。 

 

味わう 

感じ取る 

＜事後＞ 

○裏面に名前を書いた形⇒さくひんシート表

面へ 

○そのほかの形⇒さくひんシート裏面へ 

○落ちていて誰のかわからない形⇒お宝ボッ

クスへ 

＊次時の作品づくりの時に、利用する。 

 

○シートの回収 

○後片付けの指導 

 

②授業分科会での協議内容 

〈授業者より〉 

 ○どうしたら「偶然できた形」になるのかを考え、切ることを楽しむことを一番にして授業を展開した。 

（全体の練習で「なみなみ」など、色々な切り方をした） 

 ○はさみでもカッターのように、○や△を切り抜けることを学ばせられた。 

 ○分からない（あまり考えならない）子への配慮。⇒友達同士で「○○に見える！」と、伝え合うことでう

まくいった。 

 ○偶然できた形からではなく、猫など決まったものを作ろうとして、貼り絵のようになってしまった。 

〈参加者より〉 

 ○オノマトペがよかった。分かりやすいし、面白い！！ 

 ○偶然できた形を楽しく考えられている所がよかった。 

まとめ 「〇〇みたい」をみつけてくふうしてならべると、「はさみあーと」ができる。 



○見立てる時間をしっかり確保していてよかった。 

○クイズ形式にした時、「違います」と言っていたが、別の言い方ができていればよかった。（先生はしっか

り肯定できていて素敵だった） 

③成果と課題 

成

果 

 どうやって形を切って、見つけさせるのかなど、ねらいが明確であった。形への気付きがあった。

今後につなげるために、題材だけではなく作品についての感想「おはなしきかせて」を書かせるとよ

い。 

課

題 

 技能と発想が組み合わせっていくとよいと感じる。子どもの言語として、表せるような工夫が必要。

指導の中に、具体性がもう少し必要だった。「どこが○○に見えたのか？」など。 

 

【中学校の授業実践と成果】 

① 授業公開の様子 

３年生 題材 卒業制作「プラスチック工芸」 

授業者：佐藤 哲 教諭（江別市立江別第三中学校） 

本時の目標：◎デザインを確定させる。 

      ●油土で原型を完成させる。 

本時の様子 

学習活動 教師の働きかけ 育みたい力 

＜事前＞ 

○オリエンテーションを受けて、デザイン構

想の一回目。 

⇒制作に必要な知識を理解する。 

⇒理解した上で、作品に込める思いを明確に

する。→かたちに 

■テーマを決めてから 

■油土に触りながら 

 

○素材の特性、作業の特性と、そこから生ま

れる「制約」について確実に理解させる。 

 

●デザインの基本的な考え方と、NGについ

ての解説。 

深める 

広げる 

見通す 

感じ取る 

＜導入＞ 

 

 

○油土の準備 

 

 

 

○前時の説明を簡単に確認。 

 

＜展開＞ 

○デザイン構想→確定 

 ・前時の続きの生徒・本時からの生徒 

 

○構想⇒教科担任と相談⇒構想…この繰り

返し 

 

 

○抜け勾配でないデザイン、研磨の困難なデ

ザインについても、できる限り、可能な方

法を生徒と一緒に模索し、チャレンジする

気持ちを大切にしてやる。 

 

深める 

広げる 

見通す 

感じ取る 

＜まとめ＞   

本時の課題：デザインを確立させる。 



○次時の作業内容を確認 

 ・型取り材の準備 

○次時以降の見通しをもたせる 

②授業分科会での協議内容 

〈授業者より〉 

 ○ものすごく面白い教材。ほぼ全員がはまる。（魅力ある題材） 

 ○研磨作業が 9割の授業だが、努力が報われるので、苦手な生徒も頑張れる。 

 ○考えて⇒変える⇒考えて⇒変える・・・の繰り返しが、研究主題とマッチしている。 

〈参加者より〉 

 ○抽象表現の評価に難しさを感じるが、つくる過程を重視できている点がよい。 

 ○作品の素晴らしさもあるが、作業の「行為」が、熱中する要因となっていた。 

 ○生徒の発想と技量のちょうど合った作品づくりが、実践できていて素晴らしい。 

○費用がかかりすぎる点や、時間や手間がかかる点が難点だが、生徒の工夫やこだわりを実現できる授業に

なっていた。 

③成果と課題 

成

果 

表現活動と作業行為の面白さが、マッチした授業となっていた。試作段階での「何度もやり直せる」

という安心感も、作品の質の向上につながっていた。頑張りや努力が結果につながりやすい教材なの

で、苦手な生徒でも参加しやすい点もよかった。 

課

題 

・費用がかかりすぎる点など、物質的な制限がある。 

・抽象表現の難しさなど、評価の際には注意が必要。 

 

（２）専門部会第二次研究協議会での協議内容 

 

 

 

《分科会・レポート研修会》 

・新型コロナウイルスの影響もあり、「小・中学校一斉開催」はできなかった。小学校会

場と中学校会場で、分けて行うことになったが、同一テーマのもと共通の意識で交流

することができた。小学校グループは部会員数が多く体育館開催、中学校部会は部会

員数が多くなかったため美術室開催となった。表現や素材の扱い、身に付けさせたい

力などについて討議を深めた。人数が少ない分、より深い討議となった。 

・各地区からのレポートおよび指導案（レポート提出６５名）と、当日持参した作品やワークシートなどを使

って交流を行った。 

 

Ⅲ．教育課程研究 

１．研究の経過 

 昨年度、教育課程研究員を中心に中学校の教育課程が改訂され、今年度は実践の年となった。部会員のレポ

ートや実践を収集しながら、次年度は評価も含めた研究を進める必要があるとし、意見を求めている。 

２．研究の成果・課題 

 今年度は、新型コロナウイルスの感染拡大防止に努め、各学校で工夫しながら活動した。また、小学校と中

○子どもがつくりたいと思えるために。 ⇒ ・創造的な発想・構想が生まれる授業づくり  ・満足感や達

成感がもてる表現活動  ・思いを読み取り、伝える鑑賞活動 



学校に分かれて実践交流を行い、充実した研究協議会を行うことができた。 

 引き続き、小・中学校の連携も図り、学習指導要領改訂のポイントや観点の変更点などに考慮した研究を行

っていきたい。 

 

Ⅳ．実技・理論研修会 

１．研修会の内容 

 《理論研修会》（リモートでの開催） 

  講演会 「中学校美術・小学校図画工作の新しい『評価』について」 

   講 師： 村上 尚徳 氏（IPU環太平洋大学 副学長） 

   実施日： 令和３年１１月１６日（火）１４：３０～１６：１５ 

   場 所： 北広島市ふれあい学習センター（夢プラザ） 

   参加者： ２２名（数学部会より１名参加） 

 《実技研修会》 

  ・新型コロナウイルスの影響もあり、全体での実施は難しかったが、教材・用具・技法・指導法等、指

導力向上や授業環境の改善を図る場として、各市町村部会で工夫をし、実技研究を行った。 

 （例：部会員に実技教材を配布し、後日成果や課題を交流する…など） 

２．研修の成果 

 理論研修会では、評価の観点の確認や学びとして残すものについて講演をしていただいた。指導改善のため

の評価の重要性など、今後の指導に生かせる内容であった。 

 実技研修では各地区から題材が紹介され、授業だけではなく学校での様々な活動に生かせる内容を学び合

うことができた。 

 

Ⅴ．部会研究の成果と課題 

１．成果 

 新型コロナウイルスの影響を大きく受け、実施できる研究内容が大きく限定され

る年となった。各市町村で工夫をし、できる範囲の実践・実技研修を行ってきたが、

限界も感じた。また、このような状況下でも新学習指導要領に沿って、教科として

の特性を踏まえ、改訂部分を意識した教材や授業展開などが、意識され実践されたことは大きな成果と言える。

また、「新型コロナウイルスの状況下にあっての授業づくり」を、動画や紙面上を活用し交流できたことは、

大きな成果と捉えている。 

２．課題 

 研究内容が多岐にわたることが、ここ数年の研究課題となっていた。研究仮説に関わる研究内容を、広い視

点で見るのではなく、「重点課題」を設定して研究を進めることで、研究内容の複雑化の解消を図ってきた。

今年度の限られた活動の中でも、研究を推進することができた。 

部会活動の中心が、授業動画の鑑賞・実践レポートの交流となったが、焦点を絞った内容となったことで、

より実践的な内容・現実に即した内容へとシフトチェンジすることができた。今年度の課題としては、レポー

トの提出数の少なさや、集会のもち方などが出された。部会員の主体的な参加を呼びかけるとともに、今後の

新たな研究の充実を図っていく。 

（文責 佐藤博行） 


